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図1. YOLOv10物体検出結果

左：元画像 右：検出結果、検出数：6個

スポーツ映像から選手やボールの位置を自動検出する技術は、戦術分析や選手のパフォーマンス評価への
活用が期待されている。

YOLOv10は2024年に発表された物体検出モデルである[1]。物体検出AIには信頼度閾値というパラメータが
存在する。信頼度閾値はAIが物体と判断する確信度の基準値である。この値を変更すると検出される物体の
数や種類が変化する。スポーツ映像解析では、主要な選手やボールを検出しつつ、観客など背景の人物を除
外することが求められる場合がある。そのため、用途に適したパラメータ設定を理解することが重要である。

本研究では、YOLOv10物体検出モデルにおいて、信頼度閾値が検出結果に与える影響を分析する。
具体的には、信頼度閾値を段階的に変化させた実験を行い、検出される物体の数と信頼度の関係を明らか
にする。得られた知見をもとに、スポーツ映像解析への応用可能性を検討する。

実験環境
Google Colaboratory上で動作する既存のYOLOv10物体検出プログラム[2]を使用した。このプログラムはス
ライダーによる信頼度閾値とIOU閾値の調整機能を備えている。使用モデルはYOLOv10n（nano）であり、
COCOデータセットで定義された80クラスの物体を検出対象としている。
実験結果
サッカーの試合画像を対象に、信頼度閾値0.20、IOU閾値0.45の条件で検出を実行した。

目的

取り組み状況

今後の予定

まずは、信頼度閾値を段階的に変化させた実験を実施する。同一画像に対して複数の閾値条件で検出を行
い、閾値と検出結果の関係を記録する。その結果から。信頼度閾値の設定によって検出対象をどの程度制御
できるかを評価し、スポーツ映像解析への応用可能性を検討する。必要に応じて、Pythonによる簡易的な解析
プログラムの作成を試みる。12月は卒業論文としてまとめる。

物体 信頼度

person 0.95

sports ball 0.93

person 0.40

person 0.32

person 0.26

person 0.24

表1. 検出された物体（conf=0.20, iou=0.45）

考察
検出された物体の信頼度には0.24から0.95まで幅があり、画像中央の被写体ほど高い信頼度を示す傾向が
観察された。この結果から、信頼度閾値の設定により検出対象を絞り込める可能性が考えられる。
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